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ポート使用状況表の列
このドキュメントに含まれるポート使用状況表の列について、次に説明します。

リスナー（プロセスまたはアプリケーションプロトコル）

サーバまたはアプリケーションを表す値と、（必要に応じて）オープンまたは独自のアプリ

ケーションプロトコル。

リスナープロトコルおよびポート

サーバまたはアプリケーションがリッスンしている TCPまたは UDPポートの IDと、サー
バとして動作している場合の着信接続要求の IPアドレス。

リモートデバイス（プロセスまたはアプリケーションプロトコル）

プロトコルで指定されるサーバまたはサービスに接続するリモートアプリケーションまた

はデバイス、またはリモートプロトコルおよびポートでリッスンするリモートアプリケー

ションまたはデバイス。

リモートプロトコルおよびポート

リモートサービスまたはアプリケーションがリッスンしている TCPまたは UDPポートの
IDと、サーバとして動作している場合の着信接続要求の IPアドレス。

トラフィックの方向

ポートを通過するトラフィックの流れる方向（着信、双方向、発信）。
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オペレーティングシステムは、ローカルアプリケーションまたはサービスがリモートデバイ

スの宛先ポートへの接続に使用する送信元ポートを動的に割り当てます。ほとんどの場合、こ

のポートは、TCP/UDP 1024より大きい番号でランダムに割り当てられます。

（注）

MediaSense のポート使用状況
表 1：MediaSense のポート使用状況

コメントトラフィック

の方向

リモートプ

ロトコルおよ

びポート

リモートデバイス（プロセ

スまたはアプリケーション

プロトコル）

リスナープ

ロトコルおよ

びポート

リスナー（プ

ロセスまたは

アプリケー

ションプロ

トコル）

管理、サービスアビリティ

で使用

任意（Any）WebブラウザTCP 443、
8443

HTTPS

APIアクセスで使用任意（Any）クライアントアプリケー

ション

TCP 8440HTTPS

認証された要求をリダイレ

クトするためにメディアデ

バイスによって使用される。

任意（Any）クライアントアプリケー

ション

TCP 9443HTTPS

コール制御サービスで使用。任意（Any）Webブラウザ、APIクライ
アント

TCP 8446HTTPS

認証された要求をリダイレ

クトするためにメディアデ

バイスによって使用される。

任意（Any）クライアントアプリケー

ション

TCP 9081HTTPS

管理、サービスアビリティ

で使用

任意（Any）WebブラウザTCP80、8080HTTP

コール制御サービスで使用任意（Any）Webブラウザ、APIクライ
アント

TCP 8081HTTP

コール制御サービスで使用任意（Any）別の CMSのノードTCP 8085HTTP

システムサービスで使用任意（Any）CMSクラスタノードのみTCP 8087HTTP
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コメントトラフィック

の方向

リモートプ

ロトコルおよ

びポート

リモートデバイス（プロセ

スまたはアプリケーション

プロトコル）

リスナープ

ロトコルおよ

びポート

リスナー（プ

ロセスまたは

アプリケー

ションプロ

トコル）

コンフィギュレーション

サービスで使用

任意（Any）CMSクラスタノードのみTCP 8088HTTP

SMエージェントで使用任意（Any）RTSPメディアプレーヤーTCP 554、
8554

RTSP

認証された要求をリダイレ

クトするためにメディアデ

バイスによって使用される。

任意（Any）クライアントアプリケー

ションまたはメディアプ

レーヤー

TCP 9554RTSP

コール制御サービス。TCP 5060

UDP 5060

Unified Communications
Managerまたは Unified
Border Element

TCP 5060

UDP 5060

SIP

プライマリサーバとセカン

ダリサーバ間の接続を確立

するために Informix ERに
よって使用される。

JDBCを Informixと接続する
ために APIサービスまたは
コンフィギュレーション

サービスによって使用され

る。

任意（Any）CMSクラスタノードのみTCP 1543TCP/IP

他のコール制御サービスの

アベイラビリティを検出す

るためにコール制御サービ

スによって使用される。

UDP 8091CMSクラスタノードのみUDP 8091キープアライ

ブハート

ビート

APIサービスで使用任意（Any）CMSクラスタノードのみTCP 61610JMS

コール制御サービスで使用任意（Any）CMSクラスタノードのみTCP 61612JMS

SMエージェントで使用任意（Any）CMSクラスタノードのみTCP 61616JMS

RTPメディアストリームを
受信するためにメディア

サービスによって使用され

るポート範囲。

任意（Any）RTPメディアストリームを
送信する電話機またはゲー

トウェイ。

UDP32768お
よび 61000

エフェメラル

ポート範囲
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